
私にとって留学は、自分自身の持つ興味や概念を全て変えたもの

でした。英会話ができれば私の留学生活は成り立つと思っていまし

たが、世界のそして自国の歴史や文化、経済宗教を知り、学ぶこと

は海外の方と接する上で非常に重要であるものだと気づかされまし

た。このことに気づかせてくれたのは、私よりも年齢が高い友人た

ちでした。就職している人もいれば、職を探すためにし留学に来て

いる人もいて、彼らの経験や知識に触れるうち、私自身を高め挑戦

する大切さを学ばせてくれました。 

私は大学生活のほとんどを自分の部屋ですごしていました。授業

に出席し、部屋に帰るだけの生活でした。しかし、今の自分に足り

ないもの、これから何が必要になるのかを明確にしてくれたのは留

学でした。たくさんの方々の支えがあって勉強できている、学ぶこ

とができていることの感謝を改めて感じさせてくれたのも、留学で

した。 

留学は国境を越えたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝだと思います。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをして

いる中で、お互いの異なった文化や習慣に気がつくたびに驚きの

連続で、自分の様々な知識が増えていくのを感じていました。留

学当初は、自分の英語の自信がもてなかったので、あまり自分か

ら友達に話しかけませんでした。しばらくしてから、友達が「恐

れないで、ただ適当にしゃべるだけでいいんだから」と言ってく

れたお陰で自分から話しかけようと思いました。その結果、以前

よりも自分から話しかけられるようになり、たくさんの友達を作

ることができました。こうした経験から、留学は英語だけではな

く異文化を学ぶ上で、とてもよい機会だと感じました。 
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 私にとって留学とは、多様な価値観を得るという

ものでした。授業内外で大変なこと、上手くいかな

いことも少なくありませんでしたが、それ以上に大

きなものが得られたと思います。また、留学する上

で、支えてくれた全ての人たちに感謝しています。

留学先では常に英語を話さなければいけないとい

う環境が良い刺激となりました。留学前に立てた目

標だけにしばられることなく、常に目標を立て、達

成できたり、できなかったりの繰り返しでしたが、

そうやって今後も目標を立て、それを達成すること

を目指していきたいです。 

 

 

 寮については、お世辞にも綺麗とは言えないとこ

ろでしたが、私は留学をするまで、洗濯、自炊等を

していなかったので、自立をするという点では成長

できたと思いました。  

私にとって留学とは、自己の成長と貴重な経験を

得ることができるものだとおもいました。日本を出

発した後、日本語を話すことができないという 

ｼﾁｭｴｰｼｮﾝに置かれ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを上手く取れないと

いうことは大変でしたが、それが自己の成長につな

がったと思います。 

  

 正直色々な事を考えさせられた留学でした。 
ﾎｰﾑｼｯｸの対処に始まり、勉強のこと、友達関係、将

来の事で、辛い思いをしたり、悩んだりもしまし

た。しかし、振り返ってみると、本当に充実してい

て大切な思い出になりました。 
たとえば、以前からﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに興味があり、ｲﾍﾞﾝﾄ

やﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙのお手伝いをしました。ｲﾍﾞﾝﾄの仕事を

するだけではなく、お客さんと話したりと大変なこ

とも多かったのですが、たくさんの人の支えの中で

頑張る事ができました。 
さらに、留学では友達の存在が大きなものだと改

めて感じました。ｱﾒﾘｶにいる間、放課後友達に英語

を教える経験をして英語を教える難しさを感じまし

たが、その友達が授業が分かりやすくなったと言っ

てもらえて涙がでるほど嬉しかったです。それから

私は人に何かを教えたいという気持ちが大きくな

り、これから学校で出来る事のお手伝いなどを挑戦

していきたいです。 
. 

帰国後に実施した留学報告会、および帰国後に記入してもらったｱﾝｹｰﾄよりｺﾒﾝﾄを抜粋して掲載しています。 
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 国際的な友達や同じ夢を持った人もいて、お互い刺激を得ること

ができる時間でした。 

 全てが新鮮で、楽しかったし、言語もうまく通じないので、改め

てｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの難しさを知りました。でも、大切な友達が世界中にで

きたので、行って良かったと思います。 

 留学前に立てた目標は「日常会話をﾏｽﾀｰすること」、「英語の勉

強の仕方を明確にすること」、「友達 100 人作ること」でしたが、

達成度は 100％です！  

 

私にとって留学は、人生最大の冒険になったといっても良いと思

います。留学をしていなかったら、絶対に外国の人たちと話さなか

ったと思いますし、たくさんの友達も出来なかったと思います。留

学をしなかったら、自分の知り合いでなくても英語で話しかけてみ

るということはなかったと思います。留学をﾎｽﾄﾏｻﾞｰもとても良い人

で、学校から帰ってきた時は必ず声をかけてくれ、様々に気を配っ

てもらえました。また、授業では、毎月 1 回はﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝがあった

り、ｸﾗｽ以外の人たちと知り合う機会も豊富で、普段の会話のﾊﾟﾀｰﾝ

が自然と覚えられます。 
今後の目標は、留学の経験を活かせるような職業に就きたいと思

っています。ｱﾙﾊﾞｲﾄでも英語を使うことがあるので、さらに色々な

人たちと関わりあっていきたいと思っています。 
 

 

私にとって留学は一生忘れることのできない経験です。留学は自

分を改めて見直す機会であったり、語学の向上も含めいろいろ成長

する経験の場であるけれど、私はこの留学を通して、どれだけ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが大切か、また人と人との関わりについてすごく良い体験

をしたと思います。時にはつらいこともあるけれど、決して 1人で

悩まず、人に相談し、解決を見つけるということは大切なことだと

思います。積極的に物事を考え、笑顔を忘れなければ、すばらしい

留学を送ることができると思います。 

 

留学は私にとって自分を変えられる、そして世界を広げる事がで

きる良い機会だと思います。自分が知らなかった事を身をもって知

ることができ、良い経験ができました。授業だけではなく、大学の

正規学生とも話す機会があったので、Speaking の力も伸びたと思い

ます。 

これからは、自分の英語力が維持できるよう、自分の勉強をしっ

かりとやりながら、Facebook で友達とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図っていきたい

と思います。 

 

  将来に生かすためなど考えず、旅行気分で行ってしまいました。

それがあだとなり苦しむことになりました。私は、英語の上達より

も異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを目標として頑張っていました。しかし慣れない

土地で、慣れない行動は予想外に難しかったです。大きなﾄﾗﾌﾞﾙはあ

りませんでしたが、困ったことがあった場合、身近に助けてくれる

人がいなかったので、私の日本での生活は、多くの人に支えられて

いるのを再確認できました。 

また、言語は人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝで最も重要だと分かり、必死に勉強

しました。私は勉強が大嫌いだったのですが、この英語の勉強は本

当に楽しかったです。 

ｶﾅﾀﾞは多文化主義の国なので、多くの文化を見ることができ、私の

世界観と日本の見方も変わったと思います。この経験は一生大切に

したいと思います。 

 

英語を勉強することはもちろんですが、人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力や、ﾁｬ

ﾚﾝｼﾞすることの大切さを学ぶことができたと思います。ｶﾅﾀﾞに行っ

た当初は知り合いが 1人もいなくて不安もありました。しかし時間

が経つにつれ、友達が増え、不安もなくなりｶﾅﾀﾞでの生活が普通に

できるようになりました。 

私はﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰとたくさん会話をし、何でも話を聞いてもらってい

ました。彼らがいなかったら、私は無事に、楽しくこの留学を終え

ることができなかったと思います。私にとってこの留学は、英語力

を向上させるものでしたが、人との関わり、つながりを考えさせら

れるものでもありました。  

 

この留学を一言で表すならば、「新しい自分を見つけた」だと思

います。 
留学は衝撃の体験の連続でした。高校の頃から留学をしたいと 

思っていましたが、ここまで自分を変えるほどの体験だとは思って

もいませんでした。様々な人たちと出会い、話をし、一緒に遊び、

そして別れを体験できたこの留学は、私にとってとても大きなもの

になりました。授業も勉強だけではなく、様々なｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨが計画さ

れており、積極的に参加することによって様々な人と交流すること

ができました。 
将来は空港関係の仕事に就きたいと思っているので、さらに英語

を勉強して目標を達成できるようになりたいと思っています。 
 

 

留学は人生を変えるきっかけになりました。留学という経験がで

きたことで、客観的に自分を見つめ直すことができ、今まで、ただ

大学生活を過ごし、ﾊﾞｲﾄをし、適度に友達とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ってとい

う、枠にはまった人生を送っていたんだなと思いました。また、語

学、友達、経験、未来、全てのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝが高まったと思います。留

学前は大嫌いだった TOEIC 等のﾃｽﾄも積極的に受けようという気持ち

も芽生えました。でも、私にとっての留学は、語学力や勉強より

も、これから社会に出るにあたって必要なﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝやｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの築

き方を深く考えさせられるものであり、人との関わり方を学ぶこと

ができた貴重な 4 ヶ月間だったと思っています。  
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私の留学を一文字で表せば半分「苦」半分「楽」でした。やはり日

本との環境や文化の違いで最初は慣れるのに苦労しました。勉強面で

は単語の意味が分からなかったり、自分の考えをうまく伝えることが

できなかったりと日々苦戦していました。しかし、様々な人との出会

いがあり、たくさん楽しい思い出が作れました。びっくりしたこと、

辛かった事、悲しかった事、ムカついた事、嬉しかった事、感動した

事、色んな出来事がありました。たとえどんな環境、状況であっても

それを乗り越えられれば、新しい自分に変化すると思います。自分の

成長はすぐには分かりません。でも時間が経った頃にじわじわと実感

するものだと思っています。その成長を感じた時、嬉しくもあり、達

成感もあります。 

これからは、今まで以上に Language Lounge に通ったり、ｻﾏｰｽｸｰﾙ

に参加したり、様々な事にﾁｬﾚﾝｼﾞしていければと思います。これから

も Facebook や Skype を通じて出会った人たちと交流できればと思って

います。 

 

私は高校の時から留学をしたいと考えていました。私は勉強が嫌い

だったので、外国に行けば英語ができるのではないかと考えていまし

たが、その考えが甘かったというのを留学に行って実感しました。 

今まで周りの人に頼りすぎていた自分にも気付き、もっとちゃんと

勉強しておけばよかったと思いました。 

この留学では、英語の勉強もさることながら、他の国について知らな

いことが多かったことに気付きました。そして、自分の国についても

あまり知らなかったんだと思いました。 

言葉が話せなくとも、一生懸命伝えようとすれば相手に伝わること

も知り、自分の知らなかったこともたくさん知ることができました。

辛いこともたくさんあったけれど、それ以上に楽しいものもたくさん

得ることができました。 

 

留学前に立てた具体的な目標、例えば「ｵｰｽﾄﾗﾘｱでﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝをする」

「特定のｶﾌｪに行って店員さんに顔を覚えてもらう」等は全て達成した

が、抽象的な目標「英語をﾏｽﾀｰする」は、現地に行ってから目標から

外し、それを「いろいろな経験をする。楽しむ。」に変更した。それ

が今考えると結果的に自分の英語力をｽﾄﾚｽなく上げたのだと思う。 

留学して思ったのは、そもそも 10 ヶ月で英語をﾏｽﾀｰすることはまず

不可能で、英語はｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをはかる上でのﾂｰﾙでしかないということ

だ。 

自分にとって今回の留学は、自分の価値観、経験値、視野を大きく

変えるものであった。世界中の人々との出会いを通して考えることが

たくさんあり、自分の新しい可能性や今まで気付かなかった新たな一

面の発見もあった。もちろん、それは自分のいい面もそうであるが、

直していくべき面や自分に必要な面、様々だ。失敗から学んだことも

ある。この成長と自信を次のｽﾃｯﾌﾟとして、今後大学生活を送りたい。 

 

留学中、多くの人に出会い、多くの人との別れを経験してきまし

た。中には 1週間だけ、1 日だけという短い付き合いの人もいました。

そうした出会いと別れを繰り返していき、私は人との付き合い方がう

まく出来るようになりました。それまでは、人と仲良くなるのに時間

がかかりましたが、今ではすぐに友達になれるようになりました。正

直自分の何が変わったかと具体的にはわかりませんが、“変わった”

ということは何となく実感しています。これからは、就職でこの経験

を活かせるようにさらに英語を勉強していきたいと思います。 

 

 

私の留学達成度は 80％というところです。「たくさんの友達を作

る」という目標は達成できましたが、「英語力」については、留学前

にもっと勉強していくべきであったと、少し後悔もあります。  

留学について第一に言えることは、日本とは違う、良い意味でも、

悪い意味でも、新しい体験ができるということでしょう。 

留学に行く前は、留学とは、英語を学びに行くだけのものだと思っ

ていました。しかし、実際に留学に行き、生活をし、いろいろな国の

人々や、いろいろな文化に触れることで、人と人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力、

異国の生活適応能力等を学び、人間的に成長したという実感を持つこ

とができました。 

 

 

 私にとって留学とは大きな変化でした。右も左も分からない異境

で、人に頼りつつも自分の力で何かをやったり、解決したりすること

は小さくとも自信につながっていきました。英語以外の面で成長でき

たのも留学の成果だと思います。 

 また、ｱｼﾞｱ人ということで、ﾔｼﾞを飛ばされたりすることもありまし

た。「日本人は礼儀正しい」とよく言われましたが、必ずしも良く思

っている人たちだけでなく、遊び半分で心無い言葉をかける人がいる

ことも事実です。それを知ることができ、体験できたのはある意味で

は良い収穫だったと思います。今まで日本にいて「外国人」と呼んで

いた人の立場に自分自身がなったことで、気付けたこともたくさんあ

りました。現地の人の親切は 2倍、3倍の嬉しさとなりますが、逆に嫌

なことも 2倍、3 倍となります。相手の何気ない対応でも異国という状

況で感情に大きな変化がでてくるので、自分が逆の立場になったとき

には、細かいことにも気を使えるような人になりたいと思いました。 

 現地に住むということだけでも十分に価値のあることだと感じまし

た。人種や国籍の違いからくる民族性、生活習慣や文化の違いは、体

験してこそ「本当に理解できた」と言えるのではないでしょうか。 

逆に自分の中にあったｽﾃﾚｵﾀｲﾌﾟを覆すような経験もできます。実際に

体験したその時の衝撃や感動は忘れられないものとなりそうです。 
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私たちは「人に合わせる」ことが重要であるような見方が育ってい

ますが、外国では基本的に逆です。自分からｱﾌﾟﾛｰﾁしないと向こうも

気にしませんし、自分の意見を言えないと「何のためにこっちに来る

の？」と思われます。そのことが理解できてからは、自分の意見を今

前より明確に Yes、 No を伝え、なぜ自分はそう思うのかを説明する

ようにしました。もし「あなたは間違っている」と言われても凹まな

いように。それでは身が持ちません（笑）文化や教育の違いだけであ

って、意見の一致ができなくても、挫けず、自信を持って言うことが

大切だと痛感しました。  

  

私は留学前、すごく人見知りで初対面の人とは話せないﾀｲﾌﾟでし

た。でも留学に行き、いろんな人と話してみて、人と話すのって、す

ごく楽しいものなんだということが分かりました。だから、帰って来

て、友達に「変わったな」とよく言われます。そして、違う国の人と

文化や国について話してみて、今ではいろんな国に興味を持つことが

でき、また違う世界を見てみたいという気持ちがすごく大きいです。 

 人の考えも知ることができ、自分の考えを膨らませることもできる

ようになったので、すごく成長することができたと思います。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高校生のころからしたかった留学は、僕にとって大切なもので

した。いざ留学が決まった時も、悔いのない留学にしようと思い

ました。 

そして半年間留学生活を送りましたが、やはり留学して本当に

良かったです。自分が変わったという大きな変化はないですが、

日本では無い、全く違う環境の中で生活するということは刺激的

でした。不思議と分からないものが多いというのはｽﾄﾚｽではな

く、発見する喜びや、達成感があり、毎日何かを吸収することが

できました。逆に慣れてしまうとまた退屈が戻って来るので、い

かに自分から自立しようという気持ちが大事であるかということ

が分かりました。 

最後に思うことは、そこでできた友達は、本当にかけがえのな

いものです。 

 
 
 

留学目標！ ＜2012 年度 前期・通年＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～編集後記～ 
 

2012 年度前期の出発も、あと２校を残す

のみとなりました。 

学生それぞれにとって「特別な留学」と

なることでしょう。 

また、2011 年度の帰国学生には、今後、

明星での活躍を期待したいと思います！ 

 

（国際教育センター スタッフ一同） 


